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る物質 (抗炎症性サイ トカイン Ⅰレ10やアルブミン)まで除去され肺機能が改善されなかっ
た可能性がある｡今回の実験では期待した効果は得られなかったが､サイ トカイン以外の因
子がグラフ ト肺の傷害に関与している可能性を示した点は評価できるO
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
